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19.バリアフリー化 

【19-1】 議会のバリアフリー化の実施状況 

（平成 17 年 12 月 31 日現在、全国 778 市のうちバリアフリー化を実施している 539 市、複数回答） 

 市数 

車椅子対応の設備（演壇、

議席、傍聴席、エレベータ

ー、スロープ、トイレなど） 

401 市

74.3%

点字ブロック 
51 市

9.4%

イヤホーンの貸し出し 
81 市

15.0%

必要に応じた手話通訳 
145 市

26.9%

声の議会だより、点字議会

だよりの発行 

247 市

45.8%

介助者、盲導犬の同伴の

許可 

107 市

19.8%

その他の施設・設備 
47 市

8.7%
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■その他の主な事例 

都道府県 市名 
人口

段階 
事例 

北海道 札幌市 H フラットループシステム(補聴器を聞こえやすくするもの) 

北海道 旭川市 E 補聴装置の貸出（ヘッドホン 10 台） 

北海道 芦別市 A 傍聴席への階段に手摺りを設置している 

北海道 赤平市 A 傍聴席のみ、車椅子用スロープあり 

青森県 青森市 E 車椅子利用者のための職員呼出用インターホン有 

青森県 八戸市 D 車椅子対応のため、議員応接室を開放している 

岩手県 釜石市 A 傍聴席に難聴者用ヘッドホンを設置 

宮城県 仙台市 H 廊下、階段手すりに、点字で案内している 

宮城県 栗原市 B トイレ、市役所と分庁舎、各総合支所ロビーでのテレビ視聴 

山形県 南陽市 A 手すり等 

新潟県 新潟市 G 会派等に点字表示 

新潟県 村上市 A 傍聴席に手すりを設置 

長野県 安曇野市 B 聴覚障害議員用にイヤホーン端子設置 

東京都 世田谷区 G 議会ホームページを音声読み上げソフト対応に 

東京都 中野区 E 磁気誘導ループによる補聴器への音声出力 

東京都 葛飾区 F 階段用昇降機 

東京都 江戸川区 G 
映像傍聴室の確保、車椅子等議場傍聴が困難な方のため、

委員会室で映像による傍聴を実施 

神奈川県 藤沢市 E 階段昇降機の設置 

神奈川県 厚木市 D 階段昇降機 

茨城県 日立市 D 市民課ロビーにて本会議の模様をモニター放映している 

茨城県 古河市 C 在任特例期間中は公民館のホールを議場として使用中 

茨城県 龍ケ崎市 B 庁舎１階のモニター前に車イス用のスペースを設けている 

埼玉県 川越市 E 手摺の設置 

静岡県 磐田市 C 点字付手すり、入り口スロープ 

静岡県 焼津市 C 難聴者のために磁気ループを設置している 

愛知県 半田市 C 一般質問通告一覧の点字用一覧の作成 

三重県 亀山市 A 声の議会だよりをボランティア団体にご協力いただいている 

三重県 志摩市 B エレベーター、議会だよりの朗読 

岐阜県 岐阜市 F 
介助者、盲導犬の同伴について前例はないが、申し出があれ

ば議長の許可により認める方向と考えられる 

大阪府 岸和田市 D 傍聴席入口のフラット化 

兵庫県 宝塚市 D 必要に応じて要約筆記の実施、磁気ループがある 

島根県 益田市 B 電気自動昇降機 

島根県 雲南市 A 議場後部にスピーカーを設置 

岡山県 笠岡市 B 

手話通訳については事前に要請があれば、福祉担当課が対

応する。声の議会だよりについては市民ボランティアが毎号、

音訳されている 

岡山県 井原市 A イヤホーン用の端子のみ設置あり 

愛媛県 今治市 C 必要に応じて要約筆記を実施している 

愛媛県 四国中央市 B 本庁及び総合支所でモニターテレビ放送 

高知県 南国市 B 議場までの廊下･議場内の議席までの手摺を付けた 
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都道府県 市名 
人口

段階 
事例 

高知県 宿毛市 A 
身体障害者用トイレ、社会福祉協議会において音声テープ貸

し出し 

福岡県 田川市 B 市役所玄関前にてインターネット生中継実施 

沖縄県 浦添市 C 磁気ループ 

沖縄県 名護市 B １階から１階及び１階へのスロープ・車椅子・トイレ 

 




